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「あんしんネット 冬休み・新学期一斉緊急行動」について 

 

１ 趣旨・目的 

近年、青少年のスマートフォン等のインターネット接続機器の利用が急速

に進んでおり、多くの青少年がＳＮＳ(ソーシャルネットワーキングサービ

ス)やオンラインゲーム等のいわゆるソーシャルメディア等を利用するように

なっている。 

一方、こうした機器の長時間利用による生活習慣の乱れや、不適切な利用

により、青少年が犯罪の被害者や加害者となったり、思いがけず他人のプラ

イバシーを侵害してしまうなど、深刻な問題も発生しているところである。 

加えて、人の目の届きにくいＳＮＳを利用し、自殺願望を投稿するなどし

た青少年の心の中の叫びに付け込んで言葉巧みに誘い出して殺害するという

極めて卑劣な手口の事犯も発生した。 

未来を担う青少年が、このようなリスクに対する適切な対応を理解した上

で、スマートフォン等を正しく利活用できる環境を整えることが非常に重要

となっている。 

このような認識の下、青少年がインターネット上の有害情報に起因する犯

罪被害やトラブルに巻き込まれることを防止するため、青少年が初めてスマ

ートフォン等を手にする時期でもある春の卒業・進学・入学の時期を含め、

今回は例年以上に期間を前倒しして、インターネット接続機器やサービスを

提供する関係事業者とこれを利用する青少年及び保護者、学校等の関係者が

連携、協力し、フィルタリングの利用促進及びいわゆるインターネットリテ

ラシーの向上に重点を置いたスマートフォンやソーシャルメディア等の安

全・安心な利用のための啓発活動等の取組を集中的に展開する。 

 

２ 実施期間 

  平成 29年 12月～平成 30年５月 

 

３ 参加府省庁 

  内閣官房・内閣府・警察庁・消費者庁・総務省・法務省・文部科学省・厚

生労働省・経済産業省 

 

 

 
 


